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■ データ通信マニュアルについて 

本マニュアルでは 、 FOMA F 882 iES でデータ通信をずる際に必要な事項についての説 
明をはじめ、 CD - ROM 内の 「 F 扫8吕 iES 通信設定ファイル（ドライバ )」 「FOMA PC 設 
定ソフト」のインス!ル方法などを説明していまず。 

■ Windows XP の操作について 

本マニュアルは 、 Windows XP Service Pack 2に对応したの客となっておりまず。 

お使いの環境によっては操作手順や画面が一部異なる場含びありまず。 
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データ通信について 

FOMA USB 接続ケーブル（別売）を使ってパソコンと FOMA 端末を接続し、データ通信び利用 
でさまず。 


利用でをる通信お態 


利巧でさる通信形態は、パケット通信、巨 4K データ通信、データ較をの3つに分類されます。 

•パソコンと接続してパケット通信や目 4K データ通信を行ったり、電話帳などのデータを編集したりするには、 
本 CD-ROM からソフトのインストールや各種設定を行う必要びあります。 

• FOMA 端末は、 Remote Wakeup には対応していません。 

• FOMA 端末は FAX 通信に対応していません。 

• ドコモの PDA、musea や si 呂 marion n と接続してデータ通信を行うには、 musea や si 呂 marion n のアップ 
デートび必要です。アップデートの方法などの詳細は、ドコモのホームページをご覧ください。 

パケット通信 

を受信したデータ量に応じて課金されるため、メールのを受信など、比較的かないデータ量を高速でやりとりす 
るのに適していまず。ネットワークに接続していても、データの送受信を行っていないとさには通信料びかから 
ないため、ネットワークに接続したまま必要なときにデータをを受信するといラ使いかたびできます。 

ドコモのインターネット接続サービス m 口 pera U や mopera など、 F 日 MA のパケット通信に対応したアクセスポ 
イントを利用して、受信最大 384kb|DS、 送信最大巨 4kbps の高速パケット通信びでをます。通信環境や混雑状 
況の影響により通信速度び変化ずるベストエフォートによる提供です。 

画像を含むホームページの閲覧やデータのダウン□ードなど、データ量のをい通信を行った場合には通信料び高 
額になりますのでご注意ください。 

64 K データ通信 


データ量に関係なく、ネットワークに接続している時間の長さに応じて課金されるため、マルチメディアコンテ 
ンツのダウン□ー ドなど、比較的データ量のをい送受信を行ラのに適しています。 

ドコモのインターネット接続サービス mopera U や mopera など、 FOMA 巨 4K データ通信に対応したアクセス 
ポイント、または ISDN 同期 64kbps のアクセスポイントを利用して、巨 4kbps の安定した通信速度でデータを 
送受信でをます。 

長時間通信を行った場含には通信料び高額になりますのでごを意ください。 


データ転送 


電話帳やメールなどのデータをを受信する、課金び発生しない通信形態です。 

•ホ列線通信を使ってち、他の FOMA 端末や携帯電話、パソコンなどとデータを送受信でさます。 




作環境の確認 


通信設定ファイルおよび FOMA PC 設定ソフトは、次の動作環境でご利巧ください。 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

US 巨ポート （ US 巨仕様]. 1/2.0 に準拠）を持つ PC / AT 互換機 

0 S (鲁日本語版）※1 

Windows 2日日日 、 XP 

必要メモリ》2 

Windows 2日日日： 64 M 巨し处上 Windows XP : 128 MBULb 

A — ドディスク 容量み 2 

已 MB 切上の空を容量 


: 0 S をアップグレードして使用されている場合の動作は保証いたしかねます。 

》2: FOMA P 巳設定ソフトの動作環境です。パソコンのシステム構成によっては異なる場合びあります。 

• 動作環境によってはご使用になれない場含びありまず。また、上記の動作環境がでのご使用による問いをわ 
せおよび動作保証は、当社では責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

•データ通信の説明は、主に Windows XP での操作方法を例にしています 。 Windows 20日0では画面の表示 
び異なる場合びあります。 


ご利用時の留意事項 


インターネットサービスプ□バイダの利用料について 

パソコンでインターネットを利用する場合、通萬ご利巧になるインターネットサービスプ□バイダ （ Lii 降プ□バ 
イダ）の利巧料が必要です。この利巧料は、 FOMA サービスの利用料とは別に直接プ□バイダにおす化いいただ 
さまず。利用料の詳細は、ご利用のプ□バイダにお問い合わせください。 

• ドコモのインターネット接続サービス mopera U や mopera びご利用いただけます。 

mopera U はお申し込みび必要な有料サービスです。使用した巧だけ月額使用料びかかるプランちご利用いた 
だけます。 FOMA 端末でのインターネット接続には、ブ□-ドバンド接続オプションなどに対応した mopera U 
のご利巧をおすすめします。 

mopera はお申し込みび不要で、月額使巧料は無料です。今すぐインターネットに接続したい方に便利なサー 
ビスです。 


接続先（プ□バイダなど）について 


パケット通信と巨 4 K データ通信では接続先び異なります。パケット通信を行ラとさはパケット通信対応の接続 
先、白 4 K データ通信を行うときは FOMA 巨 4 K データ通信、または ISDN 同期巨 4 kbps 対応の接続先をご利用く 
ださい。 

• 円 AFS などの PHS 64 K /32 K データ通信や DoPa のアクセスポイントには接続できません。 

ユーザー認証について 

接続先によっては、接続時にユーザー認証び必要な場合びありまず。その場台は、通信ソフトまたはダイヤル 
アップネットワークでのとパスワードを入力してくださレ。 ID とパスワードはプ□バイダまたは社内 L 冉 N など 
接続先のネットワーク管理者から付ちされまず。詳細はプ□バイダまたはネットワーク管理者にお問いをわせく 
ださい。 

パソコンのブラウザを利用してのアクセス認証について 

パソコンのブラウヴを利巧してのアクセス認証で RrstPass 〔ユーザ証明書）び必要な場をは、本 CD - ROM か 
ら RrstPass PC ソフトをインス!ルし、設定してください。詳細は本 CD - ROM 内の fFirstPassManualJ 
をご覽< ださい。 
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パケット通信および 64 K データ通信の条件 

F 曰 MA 端末で通信を行ラには、次の条件び必要です。 

- FOMA サービスエ U ア内であること 

-パケット通信の場合、アクセスポイントび FOMA のパケット通信に対応していること 
-目 4 K データ通信の場含、接続先び F 0 MA 64 K データ通信、または侶 DN 同期巨 4 kbps に対応していること 
ただし、上記の条件び整っていてち、基地局び混雑していたり、電波状況び悪かったりするとをは通信でをない 
攝をびあ0ます。 


■ データ通信の用語集 

参 APN (Access Point Name) 

パケット通信で接続するプ□バイダなどを識別する文字列。たとえば、 moperaU は 「 m 叩 era . net 」 び 
APN となりまず。 

• Old (Context Identifier; 

FOM 冉端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理する番号。 FOMA 端末では]から10 
までの10件び使えます。 

• DNS (Domain Name System) 

ド;< インネーム（例： nttdocomo . co . jp ) を、コンピュータで使う IP アドレスに変換するシステムのこと。 

• OBEX (Object Exchange) 

データ通信の国際規格の]つ。 OBEX にが応している携帯電話、パソコン、デジタルカメラ、プ U ンタな 
どの間で、データの送受信びでをます。 

• QoS (Quality of Service) 

サービスの品質。通信時にユーヴーの意図どおりに、回線を利用するための技術。 FOMA 端末では、接 
続するとさの通信速度などを設定でさまず。 

• W-TCP 

F 曰 M 冉ネットワークでパケット通信を行ラ際に、 TCP / IP の伝ち能力を最大限に生かすための TCP パラ 
六ータ。 FOM 冉端末の通信性能を最大限に活用するには、この通信設定び必要です。 

• 管理者権限 

0 S のシステムなどすべてにアクセスできる権限のこと。 ] 台のパソコンに最低]人は、パソコンの管理 
者権限を持つユーザーび設定されていまず。通常、パソコンの管理者権限びないユーヴーは、ドライバや 
ソフトなどのインス I -ール/アンインス I -ールびでさません。 
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データ通信の準備の流れ 


パケット通信および 64 K データ通信を利用ずる場合の準備について説明しまず。 



通信設定ファイル（ドライバ）について 

パソコンに接続してパケット通信または巨 4 K データ通信を行ラには、通信設定ファイルをインス I -ールする必 
要びあります。 

FOMA PC 設定ソフトについて 

本 CD - ROM から F 0 V 1 冉 PC 設定ソフトをパソコンにインス I ルすると、パケット通信または已 4 K データ通信 
を行ラために必要なさまざまな設定を、パソコンから簡単な操作で設定でをます。 

インストール/アンインストール前のま意点 

• 通信設定ファイルや FOMA PC 設定ソフトのインス I ル/アンインス I ルを行う場合は、必ずパソコンの 
管理者権限を持ったユーヴーで行って<ださい。それな外のユーヴーで行ラとエラーになります。パソコンの 
管理者権限の設定操作については、をパソコン;><一力やマイクロソフト社にお問い合わせください。 

• 操作を始める前に、穂動中の他のプ□グラムびないことを確認してください。穗動中のフ□グラムびある場含 
は、プ□グラムを保存、終了してくださし、。 

♦パソコンの操作方法、管理者権限の設定等については、パソコンの取扱説明書をご覧ください。 
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パソコンと FOMA 端末を接続する 


•パソコンと FOMA 端末は、電源び入っている状態で接続してください。 

•初めてパソコンに接続する場含は、あらかじめ通信設定ファイル（ドライバ）をインス!-ールしてください。 
一 P 6 


FOMA USB 接続ヶーブルで接続ずる 


• FOMA US 日接続ケーブルは別売りです。 

] FOMA USB 接続ケーブルのコネクタを FOMA 端末の外部接続端子に差し込む 
2 FOMA USB 接続ケーブルのパソコン側をパソコンの USB ポートに差し込む 

• 通信設定ファイルのインス I ル前にパソコンに接続した場含は、 FOM 冉 US 日接続ケーブルび差し込 
まれたことを自動的に認識してドライバび要まされ、ウィヴード画面び表示されます。その場合は、 
F 曰 M 冉端末を取りがし、ウイザード画面で[キャンセル]をク U ックして、終了してください。 



取りがしかた 

I FOMA USB 接続ケーブルのコネクタのリリースボタンを押し（①)、 F0MA5 箭 
末か6引き巧く（感） 



2 パソコンか SFOMA USB 接続ケーブルを引き巧く 

おな IS せ- 

- F 日 MA 端 モか日 FOMA USB 接続ケーブルを抜き差しする際は、コネクタ部分に無理な力がかからないよラに注意して 
くださし取り外すときは、必ず UU —スポタンを巧しなが 日 水平に引さ拖いてください。無理に引さ拖こラとすると 
故障の原因とな0ます。 

-データ通信中に FOMA USB 接続ケープルを外さないでください。データ通信が切断され、誤動作やデータ消失の原因とな 
ります。 
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通信設定ファイル（ドライバ）をインストールする 

FOMA 端末をパソコンに接続してデータ通信を行ラには、通信設定ファイルが必要でず。使用ず 
るパソコンに FOMA 端末を初めて接続ずる前に、インストールしておきまず。 


通信設定ファイル（ドライバ）をインス!ルする 


•操作の前に、必ず「インストール/アンインストール前の注意点」をご覧ください。 - P 4 
• 操作4まで FOMA 端末を接続しないでください。 

〈例 〉 Windows XP にインストールずるとき 

1 CD-ROM をパソコンにセット 

9 [スタート]をクリックー「ファイルをを指定して実行」をクリックー「を前」 
ム に「く CD-ROM ドライブを> :¥ USBDRIVE¥F882iESi.exeJ を指定一 
[OK] をクリック 

• CD - ROM ドライブ名はお使いのパソコンによって異なります。 



3 [インスIル開始]をクリック 



4 FOMA 端末をパソコンに接続ずる旨のメッセージが表示された5、 FOMA 端末 
をパソコンに接続 

インス I -ール中の画面び表示されます。 

• FOMA 端末は電源の入った状態で接続してください。 



5 [OK] をクリック 
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お知らせ- 

-インストールには数分かかる場合びあります。 

- Windows を再起動する旨の;>^ッセージが表示された場合は、画面の指示に従い再起動してくださし、。 

-データ通信中にインス I -ールを巧わないで<ださい。 

•デバイスを削除する旨のメッセージび表示された場合は、[はい]を選択すると、インストールを継続します。 


通信設定ファイル（ドライバ）を確認する 

• FOMA 端末びパソコンに正しく認識されていない場を、設定および通信はでさません。 

〈例 > Windows XP で確認するとを 

I [スタート]をクリックー「コント□ールパネル」一[パフオーマンスとメンテ 
ナンス]アイコンー[システム]アイコンを順にクリック 
■ Windows 吕〇 00 のとき 

[ スタート ] をクリックー「設定」か 6 「コント □— ルパネル J をクリックー [ システム]アイコンを 
ダブルクリック 



2 [A- ドウエア]タブをクリックー[デバイスマネージャ]をクリック 
































3 各デバイスの種類をダブルクリックータのデバイス名び登録されていることを® 



デバイスの種類 

デバイス名 

ユニ バーサルシリアルバスコント□-ラ 
または USB (Universal Serial Bus ) 〕 
ント□—ラ 

• FOMA F 882 iES 

ポートに 0 M / LPT ) またはポート 
に 0 M と LPT ) 

• FOMA F 8 扫2 iES Command Port ( COMx ) ^ 

• FOMA F 8 扫2 iES OBEX Port ( COMx ) * 

モデム 

• FOMA F 882 iES 


※： X は A ’ ソコンの環境によ0、異なった数字び表おされます。 
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[)1 信設定ファイル（ドライバ）をアンインス!ルする 


•操作の前に、必ず「インストール/アンインストール前の注意点」をご覧ください。 - P 4 
♦操作の前に、パソコンから FOMA 端末を取りがしてください。 

〈例> Windows XP でアンインス I ルずるとさ 


I [スタート]をクリックー「コント□ールパネル」一[プ□グラムの追加と削除] 
アイコンを順にクリック 
■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「設定」から「コント□—ルパネル J をクリックー[アプリケーシヨンの追 
加と削除]アイコンをダブルクリック 

TWi ►の Ml 口 ft •モ必 BtUU 口 W 3-MP AM 社 ♦ 



2 「FOMA F882iES USB」 を選択して[変更と削除]をクリック 



3 


削除するプ□グラム名を®認して[はい]をクリック 

アンインストール中の画面び表示されまず。 


\ FOMA F882i£S Uninstaller 



FOMA 巧脚防ドライ J 巧アンインストールしますかマ 


g — — な P …’’………：! いえ _J 


4 [OK] をクリック 
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お巧 s せ- 

-インストールに失敗したとき、または操作2の画面に 「FOMA F 882 iES US 己」び表示されていないときは、再度「通 
信設定ファイル（ドライバ）をインス!-ールする」操作！〜3を実行すると、アンインストールできます。一 P 目 


FOMA PC 設定ソフトを利用して通信する 


FOMA PC 設定ソフトを利用ずると、簡単な操作で通信の設定び行えまず。 


FOMA PC 設定ソフトについて 


かんたん設定 

ガイドに従い操作することで、 F 日 MA データ通信用ダイヤルアップの作成を行い、同時に W - TCP 設定などを 
行います。 

W - TCP の設定 

パケット通信を利用する前に、パソコン内の通信設定を最適化します。通信性能を最大限に活用するには、 W - 
TCP 設定による通信設定の最適化び必要です。 

接続巧 ( APN ) の設定 

パケット通信を行ラ隙に必要な接続先 （ APN ) の設定を行います。接続先には通常の電話番号は使用しませ 
ん。あらかじめ接続先ごとに、 FOMA 端末に冉 PN と呼ばれる接続先名を設定し、その登録番号 （ cid ) を接続 
先電話番号の入力欄に指定して接続します。お買い上げ時、 cid の]には mopera に接続するための APN 
「 mo 阳 ra . ne . jp 」 び、3には mopera U に接続するための APN 「 mopera . net 」 び登録されていまずび、その 
他のプ□バイダや社内 LAN に接続する場合は冉 PN 設定び必要でず。 


FOMA PC 設定ソフトをインス I ルずる 


• 旧 W - TCP 環境設定ソフト、旧 FOM 冉データ通信設定ソフト、バージョンび2.日.1より前の FOMA PC 設定ソ 
フトをインストールされている場含は、あらかじめそれらのソフトをアンインス I -ールしてください。 

FOK / i 冉 PC 設定ソフトのバージョンを確認するには、[スタート]をク U ックー r すべてのプ□クラム」 
(Windows 2日00の場合は「プ□グラム」）一 「 FOM 冉 PC 設定ソフト」を順に選択して 「 FOM 冉 PC 設定ソ 
フト」をク U ックーニュー」をク U ックー「バージョン情報」をク U ックします。 

♦操作の前に、必ず「インストール/アンインストール前の注意点」をご覧ください。 - P 4 

〈例> Windows XP にインストールずるとき 

1 CD - ROM をパソコンにセット 

2 [スタート]をクリックー「ファイルをを指定して実行」をクリックー「を前」 

に「く CD-ROM ドライブを>: ¥ FOMA _ PCSET ¥ setup.exeJ を指定一 
[0 K ] をクリック 

• CD - ROM ドライプ名はお使いのパソコンによって異なります。 
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じ夕へ]をクリック 



4 内容をお認の上、契約内容に同意ずる場合は[はい]をクリック 

[いいえ]をク U ックすると、インス!-ールを中止します。 



C 「タスクトレイに常駐ずる」び選択されていることを確認して[巧へ]をクリッ 

J ク 

セットアップ後、タスクトレイに rW - TCP 設定」び常駐します。一 P 吕7 
• W - TCP 通信の最適化の設定、觸除を操作する機能です。萬駐をおすずめします。 

• インス!-ール後に常駐の設定は蜜要でをます。 



囚が丽(巧なお i 


I <115坦） [ ホ M . 做 J 〔か :/ W I 


6 


インス!ル巧を確認して[次へ]をクリック 

•変まする場合は[参踊をクルックし、任意のインストール先を指定して[巧へ]をク1」ックします。 
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r プ□グラムフオルダ」のフオルタ‘をを確認して[次へ]をクリック 

•変更する場合はフオルダ名を入力し、じ欠へ]をク U ックします。 



Q [完了]をクリック 

W FOMA PC 設定ソフトび起動します。 



• このまま各種設定に進みます。 
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かんたん設定でパケット通信を設定する 


FOMA PC 設定ソフトのかんたん設定では、表おされる内容に従って選択や入力を進めていくと、簡単に FOMA 
用ダイヤルアップを作成でをます。 

•操作の前に、必ずパソコンと FOMA 端末び正しく接続されていることを確認してください。 - P 5 

mopera U / mopera を利用する場を 

〈例> Windows XP で設定するとを 

1 [スタート]をクリックー「ずべてのプ□グラム 」 （Windows 2000の場合は 
「プ□グラム」）一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 設定ソ 
フト」をクリックー防 Vu たん設定]をクリック 



2 「パケット通信」を選択して[次へ]をクリック 


かんちん設定 


括摄方法;の巧析 
巧觸外法情 

バケゥトぶまは、巧な巧断巧魄こ曲もなくまきほされだ-夕 
量(こな‘じて料ホがをされるみ幸で? C です。ぶ大巧 Akbps) 


641(テ-巧1信 

離■網成防画が編倍方肝 


£ 々へ(が> I _キサンたル_ I 
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3 「『m 叩 era U 』 への接続」または 「『m 叩 era 』 への接続」を選択してじ夕へ] 

^ をクリック 

• mopera U はお申し込みび必要な有料 ヴー ビスです 。 「『m 叩 era U 』 への 接続」を選択して[なへ]を 
ク U ツクすると、ご契約のお認^ツセージび表おされます。ご契約びお済みの場合、[はしリをク I 」ツ 
クします。 

• mopera はお申し込みび不要で、月額使用料は無料です。 



4 [0 K ] をク U ック 



5 


r 接続名」に任意の接続名を入力^ [夕へ]をクリック 

• 巧の記号（半ち文字）は使用でさません。 

¥/:*?!<> I ■ 
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r 使用可能ユーザーの選択」を設定して[次へ]をクリック 

• 「ユーヴー名」「パスワード」は空欄でちかまいません。 



r 最適化を巧う」が選択されていることを確認して[次へ]をクリック 

• すでに最適化されている場台、この画面は表示されません。 


かんちん設定 



<戻る(巨)_ [ 々へ妙> I _キサンむレ」 


r 設定情報」を確認して[完了]をクリック 
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9 [ OK ] をクリック 

7 設定した内容によっては、パソコンを再起動する必要びあります。再起動する旨の><ッセージび表おされ 
た場合は[はい]をク U ックしてください。 



通信を実行する一 P 2 已 

その他のプ□バイダを利巧する場を 
〈例〉 Windows XP で設定ずるとを 

I [スタート]をクリックー「ずべてのプ□グラム」 （Windows 2000の場合は 
「プ□グラム」）一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 設定ソ 
フト」をクリックー[かんたん設定]をクリック 



2 「パケット通信」を選択して[次へ]をクリック 



16 
































3 「その他」を選択して「;欠へ」をクリック 



4 [0 K ] をクリック 



5 「接続名」に任意の接続をを入力^腊続巧 （ APN ) 設赶をクリック 

• 次の記号（半角文字）は使用でさません。 

¥/:キ？!<> r 

• 「発信者番号通知を行ラ」を選択すると、通信実行時に発信者番号を通知します。 



■高度な設定 （ TCP / IP の設定） 

[詳細情報の設定]をク U ックすると rip アドレス」と「ネームサーバー」の設定画面び表示されま 
す。ダイヤルアップ情報として入力び必要な場をは、プ□バイダなどから提供された各種情報を基に 
アドレスなどを登録してください。 
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接続巧 （ APN ) を設定 

番号 （ cid ) 1には mopera に接続するための APN 「 mopera . nejp 」 び、3には m 叩 era U に接続するた 
めの APN rmopera . net 」 び設定されています。番号 （ cid ) 吕または4〜10に接続先 （ APN ) を設定 
してください。 

①[追加]をクリック 



感 r 接続先 （APN)」 にプ□バイダなどの FOMA パケット網に対応した接続先名 （APN) を正しく入力 
一 [0K] をクリック 

「接続先 （ APN ) 設定」画面に戻ります。 

• r 接続先 （ APN )」 には半角艾字で、英数字、 A イフン（-)、ピ U オドし）のみ使用でをます。 



[0 K ] をク U ック 



愼続巧 （ APN ) の還択」の接続巧名を確認して欧へ]をクリック 

r 接続先 （ APN ) の還お」には、操作6で設定した階続先 ( APN ) J び表示されます。 
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r 使用可能ユーザーの還が」を設定一「ユーザー名」を入力^「パスワード」を 
入力- ► [巧へ]をクリック 

r ユーヴー名」「パスワード」には、プ□バイダなどから提おされた各種情報を、大文字、ル文字などに注 
意し、正し<入力してくださレ。 



lor 最適化を巧う」び選択されていることを確誌して[巧へ]をクリック 

• ずでに最適化されている場を、この画面は表示されません。 


sa ® 離が佣するをめ、編備識 


-• 織化 TO 


<戻る吸 1みへ妙> I キャンわレ j 

]] 「設定情報」を確認して[完了]をクリック 
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12 [ OK ] をクリック 

IA 設定した内容によっては、パソコンを再起動する必要びあります。再起動する旨の><ッセージび表おされ 
た場合は[はい]をク U ックしてください。 



通信を実行する- ► P 2 己 


かんたん設定で巨 4 K データ通信を設定する 


mopera U / mopera を利用する場を 
〈例> Windows XP で設定するとを 

I [スタート]をクリックー「ずべてのプ□グラム 」 （Windows 2000の場合は 
「プ□グラム」）一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 設定ソ 
フト」をクリックー[かんたん設定]をクリック 



2 「64 K データ通信」を選択して「次へ」をクリック 
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3 「『m 叩 era U 』 への接続」または 「『m 叩 era 』 への接続」を選択して[巧へ] 

^ をクリック 

• mopera U はお申し込みび必要な有料 ヴー ビスです 。 「『m 叩 era U 』 への 接続」を選択して[なへ]を 
ク U ツクすると、ご契約の確認^ツセージび表おされます。ご契約びお済みの場合、[はい]をク I 」ツ 
クします。 

• mopera はお申し込みが不要で、月額使用料は無料です。 



4 「接続名」に任意の接続名を入力^ [次へ]をクリック 

• 次の記号（半角文字）は使用でさません。 

¥/:キ？!<> r 

• 「モデムの選択」び 「FOMA F 882 iES 」 に設定されていることを確認します。 



5 「使用可能ユーザーの選択」を設定して[次へ]をクリック 

• 「ユーザー名」「パスワード」は空欄でもかまいません。 
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6 「設定情報」を確認して[完了]をクリック 



7 [0 K ] をク U ック 



通信を実行する一 P 吕已 

その他①プ□バイダを利用ずる場合 
〈例> Windows XP で設定するとを 

I [スタート]をクリックー「ずべてのプ□グラム 」 （Windows 2000の場合は 
「プ□グラム」）一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に還択して 「FOMA PC 設定ソ 
フト」をクリックー[かんたん設定]をクリック 
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2 「64 K データ通信」を選択して「;欠へ」をクリック 



3 「その他」を選択して「次へ」をクリック 



4 「接続名」に任意の接続名を入力^「電話番号」に接続巧の電話番号を半角で入 
力- ► [次へ]をクリック 

• 「接続名」に次の記号（半角文字）は使用でをません。 

¥/:キ？!<> r 

• 「モデムの選択」び 「FOMA F 882 iES 」 に設定されていることを確認します。 

• 「電話番号」はプ□バイダなどから提おされた情報を基に、正しく入力してください。：欠の艾字と半角 
空白び使用でさまず。 

01234已巨789冉巨 CDPTWabcdptw !@$-.()+ ホ#, S 
• 「発信者番号通知を行ラ」を選択すると、通信実行時に発信者番号を通知しまず。 



■高度な設定 （ TCP / IP の設定） 

[詳細情報の設定]をク U ックすると rip アドレス」と「ネームサーバー」の設定画面び表示されま 
す。ダイヤルアップ情報として入力が必要な場台は、プ□バイダなどから提供された各種情報を基に 
アドレスなどを登録してください。 
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r 使用可能ユーザーの選択」を設定一「ユーザー名」を入力^「パスワード」を 
入力- ► [巧へ]をクリック 

r ユーヴー名」「パスワード」には、プ□バイダなどから提おされた各種情報を、大文字、ル文字などに注 
意し、正し<入力してくださレ。 



r 設定情報」を確認して[完了]をクリック 



[0 K ] をクリック 



通信を実行する- ► P 25 
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、通信を実行する 


通信の実行や切断について説明します。 

〈例> Windows XP で実行するとを 


1 パソコンと FOMA 端末を接続 

I 接続方法^ P 已 


2 


デスクトツプの接続アイコンをダブルクリック 



• 設定中に「デスクトップにダイヤルアップのショートカットを作成する」または「この接続 
への ショートカットをデスクトップに追加する」を選択しなかった場をや 、 Windows 2000 
で FOMA PC 設定ソフトを利用せずに通信設定を行った場をは、接続用アイコンは作成され 
ません。次のスタートメニューからの接続方法を利用してください。 


■ Windows XP のスタートメニューか5接続ずるとき 

[スタート]をクリックー「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ J 一「通信」を順に選巧して「ネッ 
トワーク接続」をクリックー接続アイコンをダブルクリック 

■ Windows 吕〇00のスタートメニューか5接続ずるとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」を順に選択して「ネットワーク 
とダイヤルアップ接続」をクリック^接続ァィコンをダブルクリック 


3 「ユーザーを」を入力一「パスワード」を入力一[ダイヤル]をクリック 

• mopera U または mopera を利巧ずる場台、「ユーザー名」「パスワード」は空欄でもかまいません。 
• 設定中に「ユーヴー名」の入力や「パスワード」の保存をした場合、入力は不要です。 

•接続完了画面び表おされた場合は[日のをク U ックしてください。 
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通信を切断する 

パソコンのブラウヴを終了しただけでは切断されない場合びあります。確実に切断するには、次の操作を行って 
<ださい。 


〈例> Windows XP で通信を切断ずるとき 

] タスクトレイのづ！をクリックー[切断]をクリック 



おな IS せ- 

•F 日 MA 端末には、パケット通信を実行すると発信中画面び、日 4K データ通信を実行すると呼出中画面が表示され、接 
続すると次の画面び表示されます。 



パケット通信のとき 日 4K データ通信のとき 


•パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度とは異なる場合があります。 

-データ通信を実行する場合、アイコン作成時の F 日 MA 端末を接続した場合のみ有効です。 
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パケット通信の設定を最適化する < W - TCP 設定> 


W - TCP 設定とは、 FOM 冉ネットワークでパケット通信を行う斷こ TCP / IP の伝送能力を最適化ずるための TCP 
パラ^ータ設定ツールです。 FOMA 端末の通信性能を最大限に活用するには、この設定び必要です。 

W - TCP 設定を利用してパソコンのパケット通信の設定を FOM 冉ネットワーク用に最適化する方法と、最適化を 
解除する方法について説明しまず。 

Windows XP での最適化の設定と解除 

Windows XP の場をは、ダイヤルアップごとに最適化できます。 

I [スタート]をクリックー「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 

を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリックー [ W - TCP 設赶をク 
リック 

■ タスクトレイから W - TCP 設定を起動ずるとき 
タスクトレイの油をクリック 



2 次の操作を行う 

■ システム設定が最適化されていないとき 

① rw - Tcp 設定 J 画面で[最適化を巧う]をクリック 


か W-TGP 設ち 


體禮腎 II 用するた め、',。コン 巧の 溫言 


葫な、を巧化されていません ► 

に ;:—…… . I] 


ま巧を巧わず閱じる J 


感最適化ずるダイヤルアップを選択して[実行]をクリック 

システム設定、ダイヤルアップ設定それぞれの最適化び実行されます。 
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■ システム設定が最適化されているとき 

内容を変更する場をは設定を行って<ださい。 



■ 最適化を解除ずるとき 

• FOMA 端末政がで通信を行ラ場合などに解除します。 

① rw - Tcp 設定（ダイヤルアップ)」画面で[システム設定]をクリック 
感[最適化を解除ずる]をクリック 



3 


③ [0 K ] をクリック 

画面に従ってパソコンを再起動 
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Windows 2000での最適化の設定と解除 


I [スタート]をクリックー「プ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に選 
択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリックー [ W - TCP 設定]をクリック 

■ タスクトレイから W - TCP 設定を起動ずるとき 
タスクトレイの过!をクリック 



2 次の操作を行う 

■ システム設定が最適化されていないとさ 
[最適化を巧ラ]をクリック 



■ システム設定が最適化されているとき 
[最適化を解除ずる]をクリック 
• FOMA 端末し U かで通信を巧ラ場合などに解除します。 
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3 画面に従ってパソコンを再起動 



接続先 （ APN ) を設定ずる 


パケット通信を斤ラ場合の接続先 （ APN ) を設定します。 

•操作の前に、必ずパソコンと FOMA 端ホび正しく接続されていることを確認してください。 - P 5 
•接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末の登録番号 ( cid )] 〜10に設定できます。お買い上げ時、 cid の1には m 叩 era 
に接続ずるための APN 「 mopera . ne . jp 」 び、3には mopera U に接続するための冉 PN「nn 叩 era . net 」 び設定 
されています。その他のプ□バイダや社内 LAN に接続する場含は、 cid 2 または4〜10に APN を設定します。 
♦接続先 （ APN ) については、プ□バイダまたはネットワーク管理者にお問い合わせ<ださい。 


〈例 〉 Windows XP で設定ずるとを 

I [スタート]をクリックー「ずべてのプ□グラム 」 （Windows 2000の場 S ま 
「プ□グラム」）一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に還択して 「FOMA PC 設定ソ 
フト」をクリックー监続巧 （ APN ) 設定]をクリック 



2 [0 K ] をクリック 
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3 接続巧 （ APN ) の設定を巧ラ 



■ 接続巧 （ APN ) を追加ずるとき 
[追加]をクリック 

■ 登録済みの接続先 ( APN ) を編集-修正ずるとを 

編集•修正ずる接続巧 ( APN ) を選巧して[編氣をクリック 

■ 登録済みの接続先 ( APN ) を削除ずるとき 

削除ずる接続先 （ APN ) を選択して[削除]をクリック 

• 番号 （ cid ) の]と3に登録されている接続先 ( APN ) は削除でをません。番号 （ cid ) の3を選お 
して[削隙]をク U ックした場合も、実隙には削除されず 「 mopera . net 」 の設定に戻ります。 

■ ファイルへな巧ずるとき 

「ファイル J をクリック^「名前を付けて保存」または「上書さ保存」をクリック 

• F 日 MA 端末に登録された接続先 （ APN ) 設定のバックアップを取ったり、誦集中の接続先 （ APN ) 
設定を保存するとをに利巧します。 

■ ファイルか6読み込むとさ 

r ファイル J をクリックー r 開く」をクリック 

• パソコンに保存された接続先 （ APN ) 設定を再驅集したり、 F 0 M 冉端末に書走込みをしたりすると 
をに利用します。 

■ FOMA 端末から接続巧 （ APN ) 情報を読み込むとき 

「ファイル J をクリックー 「 FOMA 端末から設定を取得」をクリック 

• FOM 冉端末に手動でアクセスし、登録された接続先 （ APN ) 設定を読み込みます。 

■ FOMA 端末に接続先 （ APN ) 情報を書き込むとき 
[ FOMA 端末へ設定を書さ込む]をクリック 

• 表示されている接続先 （ APN ) 設定び FOM 冉端末に書さ込まれます。 

■ ダイヤルアップを作成ずるとさ 

①追加、編集した接続巧 （ APN ) を選択して[ダイヤルアップ作成]をクリック 
「 FOMA 端末設定書を込み」画面び表示されます。 

感[はし、]をクリックー [0 K ] をクリック 

「パケット通信用ダイヤルアップの作成」画面び表示されます。 

感「接続を」を入力一[アカウント•パスワードの設定]をクリック 
• 「接続名」に次の記号（半角文字）は使巧でをません。 

¥/:*?!<> I " 

• mopera U または mopera を利用する場台、[アカウント•パスワードの設定]はしなくてをかま 
いません。その場をは操作感に進みます。 

® r 使用可能ユーザーの選択」を設定一 r ユーザーを」を入力一 r パスワード j を入力一[〇のをクリック 

• フ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び指示されている場合は、「パケット通信巧ダイヤ 
ルアッフの作成」画面で[詳細情報の設定]をク U ックし、必要な情報を登録後、[曰のをク 
U ックして<ださい。 

感 [0 K ] をクリック^ [0 K ] をクリック 


お知らせ- 

•接続先 ( APN ) 設定は FOMA 端ホに登録される情報のたゆ、異なる F 日 MA 端モ（故障修理により交換された端まなど） 
を接続する場合は、 APN を登録し直してください。 

•パソコンに登録されている接続先 （ APN ) を継続利用する場合は、同じ APN の登録番号怕がを FOMA 端モに登録 
して < ださし、。 
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FOMA PC 設定ソフトをアンインス I ルする 


•操作の前に、必ず「インストール/アンインストール前の注意点」をご覧ください。 - P 4 

アンインストールを実行する前に 

タスクトレイに巧び表示されている場合は、註!をちク U ックし、「終了」をク U ックして、 W - TCP 設定の常駐 
を解除してください。 

アンインス!ルする 

〈例> Windows XP でアンインス!ルずるとを 

1 [スタート]をクリックー「コント□ールパネル」一[プ□グラムの追加と削除] 
アイコンを順にクリック 
■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「設定」から「コント□—ルパネル J をクリックー[アプリケーシヨンの追 
加と削除]アイコンをダブルクリック 



2 「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」を選択して[変更と削除]をクリック 



3 削除ずるプ□グラム名を確認して[はい]をクリック 

FOMA PC 設定ソフトのアンインストールを開始します。 

■ 最適化を解除するとき 

W - TCP 設定で最適化されている場合は最適化を解除ずるかどラかを確認する画面び表示されます。 
[はい]をク U ックすると、パソコンの再起動後に最適化の解除び行われます。 
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4 [ OK ] をク U ック 



FOMA PC 設定ソフトを利用しないで通信する 

FOMA PC 設定ソフトを使わずに、ダイヤルアップ接続の設定を行ラ方法について説巧しまず。 


ダイヤルアップネットワークの設定の流れ 


データ通信の準備の流れ^ド4 



接続先 （ APN ) と登録番号 （ cid ) について 

パケット通信の接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末の登録番号 （ cid )]〜 10に設定でさます。お買い上げ時 、 cid 
の]には mopera に接続するための APN 「 mopera . ne . jp 」 び、3には m 叩 era U に接続するための冉 PN 
rmopera . net 」 び登録されていまず。その他のプ□バイダや社内 LAN に接続ずる場をは、 cid 2 または4〜]日 
に冉 PN を登録します。 

•接続先 （ APN ) については、プ□バイダまたはネットワーク管理者にお問い合わせください。 

•接続先の設定は、パケット通信用の電話帳登録として考えられます。接続先の設定項目を FOMA 端末の電話帳 
と比較すると、次のよラになります。 


接続巧の設定項目 

FOMA 端末の電話帳の登録項目 

登録番号 （ cid ) 

登録番号（:><モ1」番号） 

冉 PN 

柜手の電話番号 


♦登録した cid はダイヤルアップ接続設定での接続き号となります。 
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接続巧 （ APN ) を設定する 

設定するには、 AT コマンドを入力するための通信ソフトび必要です。ここでは Windows 標準添付の「八イパー 
ター S ナル」 を使った設定方法を説日月します。 

〈例> Windows XP で設定するとを 


1 パソコンと FOMA 端末を接続 

I 接続方法^ド已 


[スタート]をクリックー「ずべてのプ□グラム 」 （Windows 2000の場合は 
r プ□グラム」）一「アクセサリ」一「通信」を順に選択して「ノバパーターミナ 
ル」をクリック 


3 


4 


「名前」に接続ホ名など任意の名前を入力^ [0 K ] をクリック 

• 「接続名」に次の記号（半角文字）は使用でをません。 

¥/:*?<> I " 


巧し〇巧梯 


る前がけ!し' アイエ々进んでく微、 
る前(ゆ 


Ixxx 


アイコンを： 


■1 尋急吗嚷圏巧劍 

< >1 


fe '. OK …一 ….' J [ キサン它ル [ 


「電話番号」に実在しない電話番号（の」など）を入力^ [ OK ] をクリック 

• 市が局番はパソコンの環境により異なります。接続先 （ APN ) の設定とは関係ありませんので、変更 
不要です。 

• 「接続方法」が 「 F 0 MAF 882 ES 」 に設定されていることを確認します。 
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「接続」画面で[キャンセル]をクリック 



接続巧 （ APN ) を rAT+CGDCONT= く cid >，" PPP "，" く APN >"」 のお式で入 
カー回 

< cid > : 2または4〜]日の範囲で任意の番号 
< APN > :接続先 ( APN ) 

• + CGDCONT コマンドー P 己己 「 AT コマンドの補足説明」 

• コマンドを入力しても画面に表おされない場をは、冉 TE 1 と入力し、回を押します。 



ファイルの点実のち示がぶ言に）おさの〜けが 

D お..，透田因面 


AT + CGDC 0 NT =2." PPP "，" ABC " 


roKj と表示されていることを お認 して「ファイル」をクリック ー 「 A イパー 
夕ーミナルの終了」をクリック 


0^1お実の表示の溫きのお巧のヘルブ妙 


巧しい巧爲 (W 
聞くり〉'. 

上きぞ巧巧を） 

るおを竹けてな巧が... 



ABC " 

ぺ-ジ i 巧(ぶ… 

か田の… 


ブロバティ松 

ハイパ-トミナルの巧下 W A いり 






切断の確認で「はい」をクリックー巧巧の確認で「いいえ」をクリック 


ハイパーターミナル 


ハイパーターミナル 




留をし潑挪織， 


[ はいが j 〔いいえか〉 




"冷がとをおなけされを巧精を巧なしますかク 


[ 取 V が - j [ ぃぃま(が1 L キャンたル 
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発信を番号の通知/非通知を設定する 


発信者番号はお客様の大切な情報です。通知ずる際には十分にご注意ください。 

♦ mopera U または mopera を利用する場合、「非通知」に設定すると接続できません。 

〈例> Windows XP で設定するとき 


1 パソコンと FOMA 端末を接続 

接続ち法 — P 已 


[スタート]をクリックー「すべてのプ□グラム 」 （Windows 2000の場合は 
r プ□グラム」）一「アクセサリ」一「通信」を順に還択して 「 A イパーターミナ 
ル」をクリック 


3 


4 


「名前」に接続巧名など任意の名前を入力一 [0 K ] をクリック 

• 「接続名」に;欠の記号（半角文字）は使用できません。 

¥/:*?<> I " 


巧し〇按情 


る前がけ)し' アイエ々进んでく微、 
るお(ゆ 


ixxx 


アイコンを： 


■■尋急嗎嚷闯巧劍 

< >1 


.0 K . \ [ キサンむレ [ 


「電話番号」に実在しない電話番号（の」など）を入力^ [0 K ] をクリック 

• 市が局番はパソコンの環境により異なります。接続先 （ APN ) の設定とは関係ありませんので、変更 
不要です。 

• 「接続方法」び 「 F 0 MAF 882 ES 」 に設定されていることを確認します。 
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「接続」画面で[キャンセル]をクリック 



発信を番号の通知/非通知を rAT * DG 円 R = く n >」 のお式で入力一回 

< n > :〇〜2 

0 :そのまま接続（お買い上げ時） 

1 :184を付けて接続（非通知） 

2 :186を付けて接続（通知） 

• コマンドを入力しても画面に表示されない場さは、 ATE 1と入力し、回を押します。 



roK 」 と表示されていることを確認して「ファイル」をクリックー「八イパー 
ター S ナルの終了」をクリック 


活実をま示がぶ f © おさの W けお） 


胡くり)… 

上害き巧なる） 

るおを巧けてな巧祖 >- 

ぺージ i 淀くぶ.. 

か風の... 


ブ□パティ吸 

ハイバ-夕-ミわ UW そ了が AlfF 4 


切断の確認で「はい」をクリックーなちの確認で「いいえ」をクリック 
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ダイヤルアップネットワークでの通知/非通知設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定でち、接続先の番号に] S 巨（通知）/184 (非通知）を付けられます。 

• * D 日 P 旧コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方で設定を行った場合の発信者番号の通知/非 
通知は次のとおりです。 


* DG 円 R コマンドによる設定 




ダイヤルアップネット〜〜〜' 

ワークの設定 （< cid >=3の場合）〜''〜〜 

設定なし 

非通知 

通知 

ホ吕 9 ホホホ 3# 

通知 

非通知 

通知 

] 扫4 ホ 99 ホホホ 3# 

非通知 

186 ホ 99 ホホホ 3# 

通知 


Windows XP でダイヤルアップネットワークを設定ずる 


接続巧を設定する 


2 


[スタート]をクリックー「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」 
を順に還択して「ネットワーク接続」をクリック 

「ネットワークタスク」の「新しい接続を作成ずる」をクリック 



-ウ巧民 


六イルの宙まあ表示 M わちじ MW ツ-ルな）南隙定妙 AJ 口砂 


0，す户おちん.九ルタ园’ 

でドレスの )1 ♦わトワ-巧瞄 



白巧…巧筑化な5 
ろホ- A/ 小巧任むイスのネウト 
— 9-おわトアみる 
* ザ ndoy フ7イ巧 T— 化触 


田 a 巧目 

、レ '，'るトワ-卜5力ぃン ュづィ 


LAN まを田亩まイシターネ？卜 


トカル凹7冉ち 


ち ^ 辟 ； Mt 


3 


じ夕へ]をクリック 
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4 「インターネットに接続ずる」を還択して[夕へ]をクリック 



5 「接続を手動でセットアップずる」を選択して[巧へ]をクリック 



6 「ダイヤルアップモデムを使巧して接続ずる」を還巧して[巧へ]をクリック 



T 「モデムー FOMA F 882 iES ( COMx ) J のみを還択して炊へ]をクリック 

' • X はバソコンの環境によ0、異なった数字び表示されまず。 

• インス!'ールされているモデムび1台の場合、この画面は表示されません。 
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g nsp 名」に任意の接続名を入力一[巧へ]をクリック 



9 「電話を号」に接続巧のを号を半角で入力^ [なへ]をクリック 

■ バケット通信のとき 

「*目日*** < cicl >#」 を入力します。 

< cid > :「パケット通信の接続先（冉 PN ) を設定する」で登録した cid 番号 

mopera U へ接続ずる場台は「* 99 * * * 3#」を、 mopera へ接続する場合は「*目目***1#」 

を入力します。 

■ 巨 4 K データ通信のとさ 

接続先の電話番号を入力します。 

mopera U へ接続する場合は「*870]」を、 mopera へ接続する場合は「*目白0]」を入力します。 



10 「ユーザー名」を入力一「パスワード」を入力一「パスワードのお認入力」を入 
力^各項目を画面例のようにすべて還択して[次へ]をクリック 

•接続化び mopera U または mopera の場合、「ユーザー名」「バスワード」「バスワードの確認入力」は 
空欄で扫かまし' I ません。 
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11 [完了]をク u ック 



10 設定内容を確認して[キャンセル]をクリック 

• ここではすぐに接続せずに、設定の確認だけを行います。 



TCP / IP プロトコルを設定ずる 

I 作成した接続巧アイコンを還択して「ファイル」をクリックー「プ□パティ」を 

I ク U ック 
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2 [全般]タブの各項目の設定を確認 

• 複数のモデムびインストールされている場创ま、 r 接続方法」の「モデムー FOMA F 882 iES ( COMx)J 
のみを選択します（ X はパソコンの環境により、異なった数字び表示されます)。 

• 「ダイヤル情報を使ラ」をが選択 （ r ) にします。 



3 [ネットワーク]タブをクリック^各項目を画面例のように設定 

• 「この接続は次の項目を使用します」欄の 「 QoS パケットスケジューラ」は設定を変更でさませんので、 
そのままにして < ださい。 

• プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び指示されている場含は、「インターネットプロトコル 
( TCP / IP )」を選択し口□パティ]をク U ックして、必要な情報を設定してください。 



4 [設定]をクリック 

5 ずべての項目を非選択（厂）に設定一 [0 K ] をクリック 
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も [ OK ] をクリック 



通信を実巧する^ド2已 


Windows 吕〇00でダイヤルアップネットワークを設定ずる 


接続巧を設定する 


[スタート]をクリックー「プ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」を順に選 
択して「ネットワークとダイヤルアップ接続」をクリックー[新しい接続の作 
成]アイコンをダブルクリック 

• 「所在地情報」画面び表示された場をは政下の操作を行います。 

① r 市が局番/エリアコード」に市外局まを入力一 [0 K ] をクリック 
感「電話とモデムのオプション」画面で [0 K ] をクリック 



アドレス⑩ネ非ワ-化タイわレアタブ按贸 

L お lJ 白を 

化 HB なが田 □-れレ。. 

ネットワ-クとタイヤルアリブ■醒圓巧较 
接镜 


新しい巧运めけぶ 


. 伟資ちけ巧して、この]ンむ-夕 
㈱ まかの了バ ビュー タクネゥトワ—ウヘア 
ク C スできるよタブぶ)ます。 


2 


[巧へ]をクリック 
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3 


「インターネットにダイヤルアップ接続する」を還巧して[巧へ]をクリック 


イン5—ネ？卜运 * でブライペートネ9トワーク ta 房ザるな） 

抵 fl ブ W ベ-トネットつ-ク WPN ) 組历 S 巧巧才るか. * た江た々-わ巧トンネルして法巧けす。 
:- ち ftaist まけけける化） 

わて S ホのェ/ピュづが。の> ビュ-91；；库巧 


唔回をイン;!-ネット.おがな一力胸.巧がわて日 
がるよ九しまも 

:—反かのコン fi - stagg 芭する <巨） 

シリアルI /巧レ化がぶホか做?—巧记ス職けす。 


4 「インターネット接続を手動で設定ずるか、または□-カルエリアネットワーク 
( LAN ) を使って接続します」を選択して[次へ]をクリック 



5 「電話回線とモデムを使ってインターネットに接続します」を選択して[次へ] 
をク IJ ック 



& 「インターネットへの接続に使うモデムを還択ずる」び rF 0 MAF 882 iES 」 に 
設定されていることを巧認して[巧へ]をクリック 

• インス!'ールされているモデムび1台の場合、この画面は表示されません。 



<! IS (日 ） J 々へ(出 > ] か ;/ tot I 
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「電話番号」に接続巧の番号を半角で入力^ [詳細設定]をクリック 

■ パケット通信のとき 

「*目日*** < cid >#」 を入力します。 

< cid > :「パケット通信の接続先（冉 PN ) を設定する」で登録した cid 番号 

mopera U へ接続する場合は「*日日*** 3#」を、 mopera へ接続する場合は「*99***1#」 

を入力します。 

■ 64 K データ通信のとき 

接続先の電話番号を入力します。 

mopera U へ接続する場含は「*870]」を、 mopera へ接続する場含は「*目日0]」を入力します。 
• r 巿外局まとダイヤル情報を使ラ」は非還お （r I )にします。 



[接続]タブの各項目を画面例のように設定 



[アドレス]タブをクリックーさ項目を設定 

• プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び指示されている場合は、化要な情報を設定して<ださ 
い。 

• 接続先び mopera U または mopera の場合は、設定を変更しなくてもかまいません。 
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[ OK ] をク U ック 


じ夕へ]をクリック 



r ューザー名」を入力一「パスワード」を入力一[巧へ]をクリック 

• 接続先び mo 阳旧 U または mopera の場合、「ューヴー名」「バスワード」は空欄で它かまいません。[巧 
へ]をク U ックし、入力されていないことを確認する画面び表示されたら、[はい]をク U ックします。 



r 接続名」に任意の接続名を入力^じ夕へ]をクリック 



「しル^ぇ」を還択して[次へ]をクリック 
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15 [完了]をク u ック 



TCP / IP 7 a トコルを設定ずる 

I 作成した接続巧アイコンを還択して「ファイル」をクリックー「プ□パティ」を 
ク U ック 



2 [を般]タブのさ項目の設定をお認 

• 複数のモデムびインストールされている場合は、 r 接続のちを」の r モデムー FOMA F 882 iES ( C 0 Mx )」 
のみを還おします （X はバソコンの環境によ0、異なった数字び表示されます)。 

• モデムををました場合は、「電話番号」の各項目び初期化されまずので、わラー度接続先電話番号を入 
力して < ださい。 

• 「ダイヤル情報を使5」をホ還}尺 （I ) にします。 
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3 [ネットワーク]タブをクリック^各項目を画面例のょぅに設定 



4 [設定]をクリックーずベての項目を非還択 （ n ) に設定一 [0 K ] をクリック 



5 [0 K ] をクリック 



通信を実行する- ► p 吕已 
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AT コマンドとは、バソコンで FOMA 端末の各機能を設定ずるためのコマンド（命ち）でず 。 FOMA 
端末は AT コマンドに準拠し、さ引こお張コマンドの一部や独自の AT コマンドをヴポートしてい 
まず。 


AT コマンドについて 


AT コマンドの 入力お式 

AT コマンドは、コマンドの先頭にお、ず 「 AT 」 を付けて、半角英数字で入力してください。 


〈例〉 ATD コマンドで mopera U に接続ずるとを 
ATD ホ 99 ホ來 *3 せ回 

I U 夕ーンマーク： Enter キーを巧します。コマンドの区切りになります。 

パラメータ：コマンドの内容です。 

コマンド：コマンド名です。 

AT コマンドは、コマンドに続<パラ^ータを含めて、必ず1行で入力します。1行とは最初の文字から回を巧 
した直前までの文字のことで、 「 AT 」 を含む最大]巨0文字入力でさます。 

AT コマンドの入カモード 

AT コマンドで FOK / I 冉端末を操作する場合は、パソコンをターミナルモードにしてください。ターミナルモード 
とは、パソコンを1台の通信端末のよラに動作させるモードです。ター S ナルモードにすると、キーボードから 
入力された文字びそのまま通信ポートに送られ、 FOMA 端末を操作できます。 

•オフラインモード 

F 日 MA 端末び待受の状態でず。通常 AT コマンドで FOM 冉端末を操作する場合は、この状態で操作します。 
•オンライン データモード 

FOMA 端末び通信中の状態です。この状態のとをに冉 T コマンドを入力すると、送られてをた又字をそのまま 
通信先に送信して、通信先のモデムを誤動作させる場をがありますので、通信中は AT コマンドを入力しない 
で < ださい。 

• オンラインコマンドモード 

FOMA 端末び通信中の状態でち、 AT コマンドで FOMA 端末を操作でをる状態です。その場合、通信先との接 
続を維持したまま AT コマンドを実行し、終了すると再び通信を続けられます。 

■ オンラインデータモードとオンラインコマンドモードを切り替えるとき 

FOM 冉端末をオンラインデータモードからオンラインコマンドモードに切り曾えるには、次の方法びありま 
す。 

• 十 " H ■コマンドまたは S 2 レジスタに設定したコードを入力します。 

•「 ATSD 1」 に設定されているときに、 RS - 吕 32 C ※の EFM 言号を OFF にします。 

※： USB インタフェースにより、 RS -232 C の信号線びエミュレートされていますので、通信アプ U ケー 
ションによる RS -232 C の信号線制御び有効になります。 

また、オンラインコマンドモードからオンラインデータモードに切り曽えるには、 「 AT 日回」と入力します。 
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• FOMA F882iES Modem Port で使用できる冉 T コマンドです。 

•パソコンや通信ソフトのフオント設定により、「¥」を入力しても「\」と表おされる場をびありまず。 

• F 日 MA 端末の電源を切らずに電池パックを取り外した場合、設定値が記録されないことびあります。 


上段：コマンド下段：実行例 

説明 

冉/ 

直前に実巧したコマンドを再実巧しまず。 

冉/ 

OK 

直自 ij の化、岩か1 ヒ KKUK 」 の塌 S な1 ヒ KKUK 」 を返しまず。 

ATA 

ノな T 、 ソト着信および 64 K デー女通信の着信時に入力ずると、着信処理を巧います。 
yvrv 卜着信中にはホのコマンドが入力できます。 

冉 T 冉184 :発信を番号通巧なし着信動作 冉 T 冉18目：発信を番号通知あり着信動作 

RIN 6 

AT 冉回 

CONNECT 

ATD 

ATD *99 ホ**く cid ># :パケット通信の発信処理を行いまず。 

く cid > またはキ * *< cid > を省略すると < cid > 二1しなりまず。 

冉 TD の後に18目または184を挿入し，発信を番号の通が/非通がを指定できまず。 

ATD [パラメータ][電話番号]: 64 K データ通信の発信処理を行いまず。 

電話番号じ次ので字 1 ■ソ外を入力寸ると発信できません。 

〇〜9、 *, #、 A 、 a 、 巨、 b 、 じ C 

また、ホので字と空白は入力できまずが、ダイヤル時には認讀されません。 

.」、-、换 D , d、Pi P 、 T 、 t 、 W . W 
冉 TDN または冉 TDL でリダイわル発信ができまず。 

ATD ホ99キキキ1# 0 
CONNECT 

ATE く n > 

パソコンか6送信されたコマンドに巧して， FOM 冉端末がエコーを返すかどうかを設定しまず。 
n 二日：エコーバックなし n 二1:エコーバックあり（お買い上げ時） 

通常は n =1 で使用しまず。パソコンにエコー機能げある場合、 n =0 に設定ずると文字が二重に 
表示されな < なリまず。 

ATE 1 回 

OK 

ATH 

還信中に入力ずると，回撼を切断しまず。 

オンフインコマンドモードで実行してください。一 P 4 召 

ATH 回 

NO C 冉 R 网 ER 

冉 Tl < n > 

確認コードを表示しまず。 

n =0 : 「NTT DoCoMo 」 n =1 : FOMA 端末の機種さを表 

n 二2 : FOMA 端末のバージョンを 「 VerX . XX 」 などのおまで表示 

冉 Tl 日回 

NTT DoCoMo 

OK 

冉 TO 

通信中にオンラインコマンドモードからオンラインデー女モードに戻しまず。 

ATO 回 

CONNECT 

ATQ < n > -》1 

リザルトコードを表示ずるかどうかを設定しまず。 
n 二日：表 71^ (お買い上げ時） n 二 1 :表 W しない 

ATQ 日囚 

OK 

冉 TSO 二く n > & 1 

FOMA 端末が自動着信ずるまでの呼化回数を詰走しまず。 

n 二日：自動着信なし（お買い上げ時） n 二1〜巧日：指定したリング数で自動着信 

冉 TS 0? :現在の設定を表示 

ATS 日二日回 

OK 

ATS 2 二く か 

エスケープキャラクタの設定を行いまず。 

n 二日〜127 (:お買い上げ時 n 二 43) n 二127に設定ずるとエスケープは無効になります。 

冉 TS 2? :現在の設走を表示 

ATS 2 二43巨] 

OK 

冉 TS 3 二く n > 

コマンドで字列の最禮を認識ずる復帰 CCR ) キャラクタの設定を巧いまず。エコーバックされ 
たコマンド文字列とリザルトコードの最後に巧きます。 
n =13 (固定値） 

冉 TS 3? :現在の設走を表示 

ATS 3 二13 0 

OK 

冉 TS 4 二く n > 

改行 CLF ) キャラクろの設をを巧いまず。英夕字でリザルトコードを表示ずる場合、復婦 （ CR ) 
キャフクタの後し巧きまず。 
n 二1日個定値） 

冉 TS 4? :現在の設走を表示 

冉 TS 仁1日0 

OK 

冉 TS 5 二く n > 

バックスぺース CBS ) キャラクタの設定を巧いまず。コマンド入力中にこのキャラクタを检化 
ずると、入カバッファの最後のキャフクタを削除しまず。 
n =8 (固定値） 

冉 TS 日？：現在の設走を表示 

ATS 5=8 回 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

冉 TS 6 二く n > 

ダイ中ルするまでのポープ骑聞 C 秒）を設定できまずが1動作しません。 
n 二： 2〜1日（お買い上げ時 n 二 5) 

冉 TS 色？：現在の設定を表示 

ATS 6 二 5 回 

0 K 

ATS 8 二く n > 

カンマダイヤルずるまでのポーズ骑聞け少）を設定できまずが1固定值巧秒）で動作しまず。 
n 二日〜255 (固定値 n 二 3) 

冉 TS 8? :現在の設走を表示 

ATS 8 二 3 回 

0 K 

冉 TS 1 日二 < n > 

自動切断の遅延時聞 CI / IO 秒）を設定できまずが、動作しません。 
n =1~255 (お買い上げ時 n =1) 

冉 TS 10? :現在の設定を表示 

ATS 1 日 二 1 回 

0 K 

ATS 3 日二く n > 

目 4 K データ通信時1データの送を信がない場合に切断ずるまでの時菌（分）を設をしまず。 
n =0 〜255 :(お買い上げ骑 n =0、 n =0 は不活動クイマオフ） 

冉 TS 3 日？：現在の設定を表示 

ATS 30 二0巨] 

0 K 

冉 TS 1 日3二 < n > 

目 4 K デーを通信で，着サブアドレスをなけて発信ずる場合の区切りを設ちしまず。 
n 二日：* n 二1:/ (お買い上げ時） n 二2 : ¥または\ 

冉 TS 103? :現在の設定を表示 

ATS 1 日3 二 1 回 

0 K 

ATS 1 日4二く n > 

目 4 K データ通信で1発サブアドレスを付けて発信ずる場合の区切りを設ちしまず。 
n 二日：# n 二1:% (お買い上げ時） n 二2 : & 

冉 TS 1 日4?:現在の設定を表示 

ATS 104 二 1 回 

0 K 

冉 TV < n > * 1 

リザルトコードの表示方法を語走しまず。 
n 二日：数字表 7 F n = l :葵で字表术 C お買い上げ時） 

ATVl 回 

OK 

ATX < n > 

ビジートーン、ダイヤル!'ーンの横化を行うかどうかと，接続時の 「 CONNECT 」 に速度を表 
W ずるかどうかを設定します。 

ビジートーン檢化：接編巧が通話中のとき 「 BUSY 」 応答を送出 

ダイヤルトーン検出： FOMA 端ホに接続されているかどうかを判定 

n 二日：ビジー!ン横化なし、ダイ中ル!ン横化なし、速度表示なし 

n 二1:ビジー!'ーン横化なし、ダイヤル!'ーン横化なし、速度表示あり 

n =2: ビジートーンお出なし、ダイヤルトーンお出あり、速を表示あり 

n =3 :ビジートーンお出あり、ダイヤルトーンお出なし、速度表示あり 

n 二4:ビジー!ン横化あり、ダイわル!ン横化あり、速度表示あり（お買い上げ時） 

n 二日に設ちずると、 AT & E および AT ¥\/ コマンドが無効になりまず。 

ATX 4 回 

OK 

ATZ が 

FOMA 端末の冉 T コマンド設定を不揮発^モリの内容にリセットします。 

ATZ 回 

OK (オフライン時） 

通信中し実行寸ると、回線を切断 CrN 日 C 冉 R 网 ER 」 を表 tjO してからリセットしまず。 

冉 T 胤/ 

FOMA 端末のパージヨンを 「 VerX . XX 」 などのお式で表示しまず。 

AT % V 0 

Verl.OO 

OK 

冉 T & C < n > 

DTE への回路 CD CDCD ) 信号の動作を件を設ちしまず。 

n =0 :常し ON n =1 :回線接続状態し従い変化（お買い上げ持） 

n 二日に設ちずる場合は1接続完了時の 「 CONNECT 」 を送出ずる直前に CD 信号を ON にします。 
回路が切断され、 「 N 日 C 冉 R 网 ER 」 を送出ずる直前に CD 信号を日 FF じしまず。 

冉 T & C 1 回 

0 K 

冉 T & D < n > 

オンラインデータモードのときに、 DTE から受け取る回路 ER CDTR ) 信号が日 N から日 FF に変 
わったときの動作を設定しまず。 
n =0 :状態を無視（常に ON とみなず） 

n = l : ON から OFF に変わるとオンラインコマンドモードにお巧 
n 二2 : ON か6日 FF に蛮わると回攝を切断しオフラインモードに移行 C お買い上げ時） 

AT & D 2 回 

0 K 

ATSE く n > -》1 

接編時の速度表示化様を設定しまず。 


AT & E 1 回 
OK 


n =1 :パソコンと FOMA 端ホ園の通信速度を表示（お買い上げ時） 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

冉 T&F 

FOMA 端末の AT コマンド設ををお買い上げ時の状態に戻しまず。 

通信中し実わずると、回線を切断 CrN 日 CAR 网 ER 」 を表 tjO してか6民しまず。 

AT&F 回 

0 K (:オフライン骑） 

AT & S く n > 

DTE へ出力ずるデータセットレディ CDR ) 信号の制御を設定しまず。 
n 二日：常し ON C お買い上げ日き） n 二1:接続日きし日 N 

AT & S 日回 

0 K 

冉 TSW 

現在の設定を FOMA 端ホに記録しまず。 

冉下 &\ A /0 

OK 

AT * DANTE 

FOMA 端末の受信レベルを 「* DANTE :< n >」 のお式で表示しまず。 
n 二日：圏ホ n 二1: F 日 M 冉端末の受信レペルのアン了ナぜ日または1本 

n 二2 : FOM 冉端末のを信レベルのアンテナが2本 
n =3 : FOMA 端末の受信レベルのアンテナが3本 
冉 T キ D 冉 NTE 二？：表示可能な値のリストを表示 

AT ホ D 冉 NTE g 
ホ DANTE :3 

OK 

冉 T キ DGANSM 二 < n > & ^ 

パケット着信呼に巧ずる着信拒否/許巧を設走しまず。 
n =0 :着信拒否設定 OFF 、 着信許可設定 OFF (お買い上げ時） 
n = l :着信拒否設定 ON n =2 :着信許可設定 ON 

冉 T キ DGANSM ? :現在の設定を表示 AT * DGANSM 二？：設を可能な值のリストを表示 

冉 T ホ DGANSM 二日回 

OK 

冉 T ホ DGAPL 二く n > [,< cid >] 

が 

パケット着信呼に巧して着信を許可寸る接続先（冉 PN ) を設をしまず。冉 PN は + C 日 DCONT コ 
マンドで定義した < cid 〉 を使用しまず。 

n 二日：着信許可リストに追祀 n 二1:着信許可リストか6削除 

く cid > を + CeDCONT コマンドで定義していない場合でも、リストへ追加または削除しまず。 
< cicl > を省略した場合は、ずぺてのな id > をリストに追她または削除しまず。 

冉 T ホ DGAPL ? :現在の設をを表示 AT * DGAPL 二？：設定可能な信のリストを表示 

AT キ DGAPL 二0,1回 

OK 

冉 T ホ DG 冉 RL 二く n >[， く ckJ >] 

パケット着信呼に巧して着信をお否寸る接続先（冉 PN ) を設をします。冉 PN は + C 日 DCONT コ 
マンドで定義したく cid > を使用しまず。 

冉 T キ DG 冉 RL 二日. 1 g 

OK 

n -0 . 着 fe 拒否リストし追如 n -1. 着イ己拒否リストか6削除 

< cicl > を + CeDCONT コマンドで定義していない場合でも、リストへ追加または削陈します。 

く cicl > を省略した場合は、ずべての < cid > をリストに追加または削除しまず。 

冉 T ホ DGARL ? :現在の設をを表示 冉 T * De 冉 RL 二？：設定可能な値のリストを表示 

AT ホ DG 円 R 二 < n > 

パケット通信確立時に、発信を番号を通知ずるかどうかを設ちしまず。発信時、着信時に有劾 
でず。 

n =0 : APN じそのまま接続（お買い上げ時） n =1 : APN に184を付けて接続 

n 二2 : APN じ1那を付けて接赫 

ダイ中ルアップネットワークでわ通巧/非通巧を設定した場合^ド38 
冉 T ホ DG 円 R ? :現在の設をを表示 冉 T ^ DGPIR 二？：設定可能な値のリストを表示 

AT ホ DG 円 R 二日回 

OK 

AT ホ DRPW 

FOMA 端末が受信ずる電波の受信電力指標を 「* DRPW : Cn >」 のお或で表示しまず。 

冉 T ホ DRPW 二？：表术可能な信のリストを表71^ 

AT ホ DRPW 回 
ホ DRPW : 0 

OK 

冉 T+CEER 

直前の通信の切断理をを表示しまず。 

切断理由一覧^ド54 

AT+CEER 回 
+CEER : 36 

OK 

冉 T+CGDCONT -》2 

パケット通信の接編先 CAPN ) を設定しまず。 - P 55 

冉 T + CGDC 日 NT ? :現在の設をを表; AT + CGDCONT 二？：設を可能な値のリストを表 w 

冉 T+CGDC 日 NT 二 2," ppp"，||a 

be " 回 

OK 

冉 T+CGEQMIN -》2 

ノケット通信確立時にネットワーク側か6通知される曰 oS (サービス患質）を許容ずるかどう 
かの判を基準を設定しまず。 ~* P 己5 

冉 T + CGEQMIN ? :現在の設をを表示 AT + CGEQMIN 二？：設定可能な信のリストを表示 

冉 T + CGEQMIN 二 2 回 

OK 

AT+CGEQREQ *2 

パケット通信の凳信時にネットワークへ要求ずる QoS (サービス扁質）を設をしまず。 ^ P 56 
冉 T + CGE 日 REQ ? :現在の設走を表 W 冉 T + C 日 E 曰 REQ 二？：設定可能な値のリストを表 w 

AT + CGEQREQ 二 3 回 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

冉 T+CGMR 

FOMA 端末のバージョンを表示しまず。 

冉 T+ceiviR 回 
1234567890123456 

OK 

冉 T + CGREG 二 < n > 

ネットワーク登録巧態を通おずるかどうかを設定しまず。通がされる内密は圏内/圏化でず。 
n =0 :通知なし（お買い上げ時） 

n 二 1: 圏内か6圏外または圏ホか6圏巧へ移動 時 「+CeREe : < stat >」 のおまで通方] 
stat 二日：圏外 stat 二 1: 圏内 （ home ) stat =4 : 不巧 

冉 T + CGREG ? : r + CGRE 6 : < n >,< stat>J のお或で 現な の設走と状態を表示 
冉 T + CGREG 二？：設定可能な信のリストを表示 

AT+CGREG 二日囚 

OK 

AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表示しまず。 

AT+CeSN 回 
123456789012345 

OK 

AT+CUP 二 < n > 

64 K データ通信の着信時に1相手の駕信番号をパソコンに表おしまず。 
n 二日：リザルトを表; F しない（お買い上げ時） n 二1:リザルトを表71^ずる 

冉 T + CUP ? : r+CLIP : く n > .く m >」 のお式で現在の設ちとが態を表示 
m =0 :発信時に相手に番号を通巧しない NW 設定 
m 二1:発信時に柜手に番号を通妬ずる NW 語走 m 二2 :不明 

冉 T + CUP 二？：設定可能な信のリストを表示 

AT + CUP =0 回 

OK 

冉 T + CUR 二く n > ※乙 

目 4 K デーを腫信の誇信時に，電話番号を相手に通如ずるかどうかを設定しまず。 
n =0 :サービスご契約の設定に従う n =1 :通な!しない 

n 二2 :通知ずる（お買い上げ時） 

冉 T + CUR ? : r+CLIR : < n >,< m > J のお式で現在の語走とが態を表示 
m =0 : CUR はホな動（常時通巧） m =1 : CUR は常時を動（常時非通巧） 

m 二 2: 不明 m 二 3 : CUR テンポラリーモード（非通な]デフォルト） 

m 二4 : CUR テンポラリーモード（通がデフホルト） 

冉 T + CUR 二？：設を可能な值のリストを表示 

AT+CLIR 二 2 囚 

OK 

AT+CMEE 二く n > -》1 

FOMA 端ホのエラーレポートの有無を設定しまず。 

n =0 :リザルトコードを使用せずに 「 ERROR 」 を表术（お買い上げ骑） 

n 二1:リザルトコードを使用し、数字で理由を表示 

n 二2:リザルトコードを使用し、英で字で理由を表示 

n =1 または n =2 に設定寸ると ， 「+CME ERROR : xxxx 」 のお式で理由を表示します (xxxxlZ 
は、数字または葵で字が表示されまず)。一 P 5 日「エラーレポー!覧」 

冉 T + CMEE ? :現在の設をを表示 AT + CMEE 二？：設定可能な值のリストを表示 

冉 T + CMEE 二日回 

OK 

冉 T+CMUM 

FOM 冉端末の自局電話番号を 「+CNUM : ,< number >,< type > J のお式で表示しまず。 

number :自局電話番号 

tyDe =129 :国際アクセスコード+ををまない 

type 二14日：国隙アクセスコード+を含む 

冉 T + CNUM 回 

+CNUM : ,"+ 819012%567 

8".145 

0 K 

冉 T + CR 二く n > 

接編時に 「 CONNECT 」 が表示される前に，通信の種別を表示寸るかどラかを設走しまず。 
n 二日：表71^しない（お買い上げ時） n 二1: r+CR : < serv > J の形式で通信の種別を表 

serv 二 GPRS :パケット通信 serv 二 SYNC : 64 K データ通信 

冉 T + CR ? :現在の設定を表示 AT + CR 二？：設定可能な値のリストを表示 

AT 十 CR 二日 回 

0 K 

冉 T + CRC 二 < n > 

着信骑に拡張リザルトコードを使用寸るかどラかを設走しまず。 
n =0 :使用しない（お買い上げ時） n =1 :使用ずる 

冉 T + CRC ? :現在の設走を表示 冉 T + CRC 二？：設定可能な信のリストを表示 

冉 T + CRC 二日 回 

0 K 

AT+CREG 二く n > -》1 

ネットワークの圏内/圏外情報を表示ずるかどうかを設定しまず。 
n =0 :通知なし（お買い上げ時） 

n 二 1: 圏内か6圏ホまたは圏みか6圏内へ移動時 「+CREe : < stat>J のお式で通化 
stat 二0 :圏外 stat 二 1: 圏内 stat 二 4 : 不巧 

AT 十 CREG ? で r+CREG : く n >, なほ t >」 のお式で現在の設定とが態を表示しまず。 

冉 T + CREG 二？：設定可能な信のリストを表示 

AT + CREe =0 回 

OK 

AT+GMI 

FOMA 端末のメーカをを表示しまず。 

AT+GMI 0 

FUJITSU 

OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の製品!をを表示しまず。 

AT+GMM 回 

FOMA F 882 iES 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

冉 T+eMR 

冉 T+eiVIR 回 

Verl.OO 

OK 

FOMA 端末のバージョンを 「 VerX . XX 」 などの形式で表示しまず。 

冉 T+IFC 二 < n ， m > 

AT + IFC 二 2.2 囚 

0 K 

パソコンと FOM 冉端ホ聞の□—カルフ□一制御ち式を設定しまず。 
n : DCE by DTE m : DTE by DCE 

0 :フ□-制御を行わない 1: XON / XOFF フ □— 制御を巧う 

2 : RS/CS CRTS / CTS ) フ □- 制御を巧う C お買い上げ時） 

冉 T + IFC ? :現在の設定を表示 冉 T + IFC 二？：設を可能な值のリストを表示 

冉 T + WS 4 目二 < n > 

AT + WS 4 目二22巨] 

0 K 

発信時に使用ずる無撼ネットワークを設定しまず。発信に影響は与えません。 
n =22 : FOMA ネットワーク（固定值） 

冉 T + WS 46? :現在の設走を表示 AT + WS 46 二？：設を可能な值のリストを表示 

AT¥S 

AT¥S 回 

E 1 Q 0 VI X 4& C 1 & D 2 SS 日 
■ • • 冲略） • • • 5104=001 
OK 

現在設定されている各コマンドと S レジスクの内容を表示しまず。 

冉 T ¥ V く n > 夕1 

AT ¥ V 0 回 

OK 

接続時の応答コード仕様を設定しまず。 

n =0 :拡張リザルトコードを使用しない（お買い上げ時） 

n 二1:拡張リザルトコードを使用ずる 

+++ 

+++(非表示） 

OK 

通信中に入力ずると.オンラインデータモードか6オンラインコマンドモードに移巧しまず。 
エスケープガード区聞は1秒の固を値でず。 


《1: & W コマンドで FOMA 端末に記録されます。 

《2 : & F および Z コマンドによるリセツトは行われません。 

《3: & W コマンドを使用する前に Z コマンドを実巧すると、最後に記録した状態に戻り、それまでの変更内容は消去されます。 



■パケット通信 


値 

理由 

27 

APN び巧在しないか、または正しくありません。 

30 

ネットワークによって切断されました。 

33 

パケット通信の契約びされていません。 

36 

正萬に切断されました。 


■ 64K データ通信 


値 

理由 

1 

指定した番号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

ネ目手側び通信中のため、通信びでをません。 

18 

発信しましたが、指定時間内に応答びありません。 

19 

ネ目手側を呼出しましたび応答びありません。 

21 

ネ目手側び着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションび有効ではありません。 

6己 

提供されていない処理速度を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、または着信を受けました。 
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数字表示 

巧字表示 

理由 

10 

SIM not inserted 

FOMA カードびセツトされていません。 

15 

SIM wrong 

ドコモ政がの SIM (FOMA 力ードに相当するに力ード）び挿入されてい 
ます。 

16 

incorrect password 

パスワードび間違っています。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 


, AT コマンドの 補足説明 


■ コマンドち： + CGDCONT = [パラメータ] 

■ 概要 

パケット通信の接続先 （APN) を設定します。 

-書式 

+C 日 DCONT 二[く cid> [,"PPP" [."く冉 PN>|’]]] 

• パラメータ 説明 
<cid> :1〜1日 
<APN> :任意 

《<cid> は、 FOMA 端末巧に登録するパケット通信での接続先 （APN) を管理する番号です。 F 曰 M 冉端 
末では「1〜10」び登録できまず。お買い上げ時、1には m 叩 era に接続するための APN rmopera.ne.jpJ 
が、3には mopera U に接続するための冉 PN「m 叩 era.net」 び登録されています。 

<APN> は接続先をおず接続ごとの任意の艾字列です。 

♦ 実行例 

fabcj といラ APN 名を登録する場合'のコマンド（く cid> 二2の場合') 

AT 十 C 白 DC0NT 二 2;PPPVabc|| 回 
0K 

• パラメータを 省略した場合の動作 
AT+CGDC0NT= 

すべての <cid> をお買い上げ時の状態に戻しまず。 

AT+CGDC0NT= < cid > 

指定した <cid> をお買い上げ時の状態に戻しまず。 

■コマンドを： + CGEQMIN = [パラメータ] 

■ 概要 

パケット通信確立時にネットワーク側から通知される日 oS (サービス品質）を許容するかどラかの判定基 
華を設定します。 

♦ 書式 

AT+C 日 E 日 V1IN 二 [<cid> しく Maximum bitrate UL> [,〈Maximum bitrate DL>]]] 

• パラメータ 説明 
<cid> : 1 〜 10 

<Maximum bitrate UL> :なし（お買い上げ時）または64 
< Maximum bitrate DL> :なし（お買い上げ時）または384 

X<cid> は、 FOMA 端末巧に登録するパケット通信での接続先 （APN) を管理する番号です。 F0M 冉端 
末では「1〜10」び登歸でをます。お買い上げ時、1には m 叩 era に接続するための APN「mopera.ne.jp」 
び、3には mopera U に接続するための冉 PN「m 叩 era.net」 び登録されています。 

< Maximum bitrate UL> およびく Maximum bitrate DL> では、 FOMA 端末と基地局間の上りおよ 
び下りの最低通信速度 （kbps) を設定します。「なし（お買い上げ時)」に設定した場合は、すべての速 
度を許容しますび、「目4」および「384」を設定した場合、これらの速度し处下の接続は許容されないた 
め、パケット通信び接続されない場合びありますのでご注意ください。 
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♦ 実行例 

(1) 上りと下りですベての速度を許容ずる場合のコマンド （<cicl> 二2の場合） 

AT+C 白 E 曰 MIN 二2回 

0K 

(2) 上りが kbps、 下り 384kb|DS の速度のみ許容する場をのコマンド（く cid> 二3の攝合） 

AT+C 日 E 日 MIN 二3.，目ん384囚 

0K 

(3) 上り目化 bps、 下りすベての速度のみ許容ずる場台の〕マンド（く cid> 二4の場台） 

AT+CGE 日 VIIN 二ん目4回 

0K 

(4) 上りすベての速度、下り 384kbps の速度のみ許容する場合のコマンド （<cid> 二日の場合） 
AT+CGEQMIN 二日…384囚 

0K 

• パラメータを 省略した場合の動作 
AT+CGEQMIN= 

すべての <cid> をお買い上げ時の状態に戻しまず。 

AT+CGEQMIN=<cid> 

指定した <cid> をお買い上げ時の状態に戻しまず。 

■ コマンドち： +CGEQREQ= [パラメータ] 

■ 概要 

パケット通信の発信時にネットワークへ要まする日 oS (サービス品質）を設定します。 

-書式 

冉 T+ 巳白 E 曰 RE 曰二 [< cid>] 

• パラメータ 説明 

上り目 4kbps、 下り 384kbps の速度で接続を要巧ずるコマンドのみ設定でをまず。各く cid> にはその内容 
びお買い上げ時に設定されています。 

<cid> :1〜10 

X<cid> は、 FOMA 端末巧に登録するパケット通信での接続先 （APN) を管理する番号です。 FOM 冉端 
末では「1〜10」び登録でをまず。お買い上げ時、1には m 叩 era に接続するための APN rmopera.ne.jpJ 
び、3には mopera U に接続するための冉 PN「m 叩 era.net」 び登線されています。 

♦ 実行例 

(く cid> 二3の場合） 

AT+C 白 E 曰 RE 曰二3囚 
0K 

• パラメータを 省略した場合の動作 
AT+CGEQREQ= 

すべての <cid> をお買い上げ時の状態に戻しまず。 

AT+CGEQREQ=< cid > 

指定した <cid> をお買い上げ時の状態に戻しまず。 
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■ リザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

OK 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

ネ目手と接続しました。 

2 

RING 

着信び来てレます。 

3 

NO CARRIER 

回線び切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けられません。 

6 

NO Dl 冉 LTONE 

ダイヤル1''ーンの検出びでをません。 

7 

BUSY 

話中音の検出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウト。 

100 

RESTRICTION 

ネットワークび規制中です（通信ネットワークび混雑しています。しば 
ら< たってから接続し直して < ださい)。 

101 

DELAYED 

IJ ダイヤル発信規制中です。 


■拡張リザルトコード 


数字表示 

文字表示 

FOMA 端末ーパソコン間の接続速度 

己 

CONNECT 1200 

1200bps 

10 

CONNECT 2400 

2400bps 

11 

CONNECT 4800 

48日日 bps 

13 

CONNECT 7200 

7200bps 

12 

CONNECT 9600 

9日日日 bps 

15 

CONNECT 14400 

1 4400bps 

16 

CONNECT 19200 

19200bps 

17 

CONNECT 3840日 

说 4 日日 bps 

18 

CONNECT 57600 

57600bps 

19 

CONNECT 115200 

115200 bps 

20 

CONNECT 230400 

230400 bps 

21 

CONNECT 460800 

460800 bps 


お知らせ- 

• ATV コマンドび n =1 (お買い上げ時）に設定されている場合は英文字、 n = 日の場合は数字で U ヴルトコードび表示さ 
れます。ード已1 

-従来の RS -232 C で接続するモデムとの互換性を保つため通信速度の表示はしますが、 F 日 MA 端まーパソコン間は USB 
ケーブルで接続されているため、実際の接続速度と異なります。 


■ 通信プロトコルリザルトコード 


数字表示 

巧字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

巨 4K データ通イ言で接続（曰 C 二 UDI、+C 目 ST 二11目，1,日） 

2 

冉 V32K 

331<テレビ電話で接続 

3 

冉V已 4K 

641<テレビ電話で接続 

己 

PACKET 

パケット通信で接続 
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■ リザルトコード 表示例 

ATXO が設定されているとを 

AT ¥ V コマンドの設定に関わらず、接続完了の隙に 「 CONNECT 」 のみの表示となります。 

文字表お例 ： ATD * 9目*** 3# 

CONNECT 

数字表お例 ： ATD * 9目*** 3# 

1 

ATX1 が設定されているとを 

• ATX 1、 AT ¥ V 0 (お買い上げ時）び設定されている場合 

接続完了のときに、に ONNECT く FOMA 端末ーパソコン間の速度>」の書式で表おします。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

CONNECT 460800 
数字表お例 ： ATD * 99 * * * 3# 

121 

• ATX 1、 AT ¥ V 1 び設定されている場合 
接続完了のとをに、次の書式で表おします。 

に曰 NNECT く FOMA 端末-パソコン間の速度><通信プロトコル〉く接続先 APN >/く上り方向 
(ド01\/1冉端末^無線基地局間）の最高速度>/く下り方向（ド01\/1み端末^無線基地局間）の最高速度>」 
文字表お例 ： ATD * 99 * * * 3# 

CONNECT 460800 PACKET mopera . net /64/384 

( mopera . net に、上り最大 64 kbps 、 下り最大 384 kbps で接続したことを表します。） 

数字表お例 ： ATD * 99 * * * 3# 

1215 

: ATX 1、 AT ¥\/1 を同時に設定した場を、ダイヤルアップ接続び正しくできないことびありまず 。 AT 
¥ VO だけでのご利用をおすすめします。 

《2 : AT ¥ V 1 び設定されている場含、く接続先 APN >し乂陶まパケットで接続している場含のみ表おされ 
ます。 
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